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平成18年7月27日（木曜日）

午前10時２分開会

会議に付した案件

○概要説明

農政水産部

１．本県農畜水産物流通の現状と京浜航路・

貝塚航路休止の影響について

２．宮崎中央卸売市場における青果物の入荷

先別入荷量について

○協議事項

１．次回の委員会について

２．県外調査について

３．その他

出席委員（12人）

委 員 長 河 野 哲 也

副 委 員 長 十 屋 幸 平

委 員 川 添 睦 身

委 員 緒 嶋 雅 晃

委 員 外 山 三 博

委 員 永 友 一 美

委 員 萩 原 耕 三

委 員 中 野 一 則

委 員 外 山 衛

委 員 宮 原 義 久

委 員 外 山 良 治

委 員 山 口 哲 雄

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

農政水産部

農 政 水 産 部 長 長 友 育 生

農政水産部次長 黒 岩 一 夫（ 農 政 ）

農政水産部次長 森 末 保 治（ 水 産 ）

部 参 事 兼 宮 脇 和 寛農 政 企 画 課 長

農 産 園 芸 課 長 村 田 壽 夫

畜 産 課 長 井 好 利 郎

水 産 政 策 課 長 藤 田 仁 司

農水産物ブランド対策監 小八重 雅 裕

事務局職員出席者

政策調査課主事 近 田 暁 洋

議 事 課 主 査 永 田 清 文

それでは、ただいまから総合交○河野委員長

通・流通対策特別委員会を開会いたします。

、 、先日は 県南及び県北調査に御参加いただき

大変お疲れさまでした。

早速ですが、本日の委員会の日程についてで

ありますが、お手元に配付の日程案をごらんく

ださい。

本日は、まず、農政水産部により、本県農畜

水産物流通の現状と京浜航路・貝塚航路、宮崎

市中央卸売市場における青果物の入荷先別につ

きまして、概要説明をいただいた後に、今後の

委員会活動計画及び県外調査についての御協議

をいただきたいと考えておりますが、このよう

に取り進めてよろしいでしょうか。

〔｢異議なし｣と呼ぶ者あり〕

それでは、そのように決定いた○河野委員長

します。

では、執行部入室のため、暫時休憩いたしま

す。

午前10時３分休憩
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午前10時４分再開

おはようございます。農政水産○河野委員長

部においでいただきました。早速概要説明をお

願いしたいと思います。

おはようございます。農○長友農政水産部長

政水産部でございます。よろしくお願いいたし

ます。

、 、まず最初に 先月の特別委員会におきまして

私ども農政水産部が提出いたしました委員会資

料並びに説明、不十分な点がございまして、誤

解を招いてしまいましたことに対しまして、委

員長初め、各委員の皆様方に大変な御迷惑をお

かけいたしました。ここでおわび申し上げたい

と思います。申しわけございませんでした。

また、本日は、永野総括次長が都合によりま

して欠席をいたしておりますので、御了承いた

だきたいと思います。

本日は、改めまして、本県の農畜水産物の流

通の現状、あるいは京浜航路並びに貝塚航路休

止の影響等につきまして、経済連ですとかある

いは食肉業者等の荷主側の意見等も再調査いた

しまして、それをもとに資料を提出しておりま

すので、後ほど御説明をしたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。

なお、委員の皆様方には、今月２回にわたり

まして、ミヤチクの高崎工場、それから児湯食

鳥の現地調査を行っていただきました。ありが

とうございました。

それでは、座って御説明申し上げます。

お手元の総合交通・流通対策特別委員会資料

を１枚開いていただきたいと思います。

左側に目次がございまして、時計文字のⅡで

ございますけれども、本県の農畜水産物流通の

現状と京浜航路・貝塚航路休止の影響につきま

して、１番の本県農畜産物流通の変遷から５番

の参考資料までございます。さらに、前回の特

別委員会で委員の方から御依頼がございました

宮崎市中央卸売市場における青果物の入荷先別

入荷量につきまして、一番最後の時計文字のⅢ

に掲げておりますので、後ほど御説明を申し上

げます。

それでは、早速ですが、資料の２ページをお

開きいただきたいと思います。

本県の農畜水産物流通の現状と京浜航路・貝

塚航路休止の影響につきましてでございますけ

れども、まず、流通の変遷につきまして、京浜

航路休止あるいは貝塚航路が休止されまして流

通がどのように変わっていったのかということ

を説明を申し上げます。

２ページは青果物でございまして、表は京浜

向けと中京・阪神向けと分けてございます。

まず、１番目の京浜向けの中の海上コンテナ

を利用いたしまして宮崎・細島から川崎に直接

運んでおりましたものは、京浜航路が休止され

まして、一部は大分―横須賀航路、一部は大阪

南港を利用して東京まで陸送、また一部は大阪

貝塚航路を利用しましてその後東京まで陸送と

いうふうに変わりました。また、その後、貝塚

航路が休止されましたことに伴いまして、それ

ぞれ大阪南港と貝塚航路を利用しておりました

青果物は、部分的にトラック全線陸送に一部移

行しましたし、ＪＲの方にも一部移行をしてお

ります。そういう流れになっております。

それから、同じく、宮崎・細島から川崎に向

けましてトラックで海上輸送しておりました青

果物につきましては、同じように、一部は大分

―横須賀航路に移行しましたし、一部は大阪南

港経由で東京までの陸送、それから大阪貝塚ま

で海上でその後東京まで陸送と、それから、ト

ラック全線陸送にもシフトをしております。な
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お、貝塚航路が休止されましたことによりまし

て、その分はトラック全線陸送に移行をしてお

ります。

それから、下の中京・阪神向けでございます

けれども、貝塚航路が平成17年の３月から同じ

く６月まで休止しておりましたので、その間、

大阪南港向けさらには全線陸送に分かれたんで

ございますけれども、貝塚航路が再開されまし

。 、てまた貝塚航路の利用が始まりました しかし

、ことしの４月に貝塚航路が休止されましたので

また南港航路と全線トラックの陸送というふう

に分かれてきております。

青果物につきましてはそのようなルートの変

遷がございます。

、３ページが牛肉と豚肉でございますけれども

コンテナはございませんで、京浜向けはトラッ

クによる海上輸送が宮崎・細島から川崎まで行

われておりましたけれども、京浜航路の休止に

伴いまして、一部は大阪南港経由で東京まで陸

送、一部は貝塚航路利用で東京まで陸送という

ふうに分かれました。貝塚航路が休止されまし

たことによりまして、そのうちの一部は大阪南

港の方に回りましたし、一部はその他のフェリ

ー、これは志布志から大阪南港あるいは大分か

ら神戸、そのフェリーに移っておりますし、ご

くわずかですけれども、全線トラック陸送にも

移っております。なお、貝塚を利用しておりま

したものにつきましても、当然、貝塚航路が再

開された後は貝塚航路を利用しておりましたけ

れども、なくなりましたので、また南港経由等

にシフトをしております。

中京・阪神向けでございますけれども、これ

も貝塚航路の休止に伴いまして、南港利用ある

いはその他のフェリー利用、さらにトラック全

線陸送というふうに利用の形態が変わってきて

おります。

それから、４ページが鶏肉でございます。鶏

肉につきましても、トラックによる海上輸送で

川崎まで運んでおりましたけれども、京浜航路

、 、の休止に伴いまして 南港経由で東京まで陸送

さらには貝塚航路利用で東京まで陸送、それか

らトラックによる全線陸送、さらにＪＲ利用等

に分かれてきましたけれども、これも貝塚航路

がまた休止されましたので 一部はその他のフェ、

リーに行きましたし、ほとんどは南港経由とい

うことに移っております。

中京・阪神向けの鶏肉につきましては、貝塚

航路が休止されまして南港利用とその他のフェ

リーに分かれております。

５ページが鶏卵でございますけれども、これ

は宮崎から川崎までトラックによる海上輸送を

しておりましたけれども、既に京浜向けはすべ

てなくなっております。これは、京浜といいま

すか、東京向けに出荷をしておりましたのは都

城の一養鶏業者でございますけれども、10年ほ

ど前から全農を通じまして東京に出荷しており

ましたけれども、５年ほど前、平成13年ぐらい

から、大阪市場と東京市場の価格差が少なくな

りまして東京に出荷するメリットがなくなった

、 。ということで 東京への出荷はやめております

これは業者に聞きますと 京浜航路が休止になっ、

たので京浜への出荷を取りやめたわけではない

と、あくまでも価格差によるものだというふう

に伺っております。

それから、中京・阪神向けで貝塚航路を一部

利用しておりましたけれども、貝塚航路が休止

になりまして南港航路を利用というふうに変

わってきております。

以上がそれぞれの品目ごとの流通の変遷でご

ざいます。
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次に、６ページでございますけれども、それ

では、京浜あるいは貝塚航路の休止に伴ってど

のような影響が出てきたかということをまとめ

ております。

まず、１）が京浜航路休止になったときの影

響でございまして （１）が生産者あるいはＪＡ、

段階の影響でございます。

まず、青果物につきましては、大分―横須賀

航路に海上コンテナの航路が変更になりました

ので、横持ち運賃、キロ当たり約２円発生をし

ております。それから、②でございますけれど

、 、も 貝塚航路を利用するようになりましたので

ＪＡ宮崎中央で集出荷場での受け入れ時間を早

めたために、結果的に生産者あるいはＪＡの出

荷調整作業が早くなったという影響が出ており

ます。それから、③でございますけれども、Ｊ

Ａ都城では、貝塚航路、これはトラックでござ

いますけれども、利用に変わったために出荷調

整作業の終了時間を早めたという影響が出てお

ります。

それから、畜産物につきましては、輸送コス

トが若干増加しましたので、一部ではブロイラ

ーの取扱会社が負担をしておりますし、また、

その他は運送会社が負担をしているというふう

に聞いております。それから、食肉取扱業者に

つきましては、運送業者から輸送コストが増加

した分について運賃値上げの要請を受けておる

というふうに聞いております。

それから （２）がトラック業者でございます、

けれども、貝塚航路を利用することに伴いまし

て出港時間等が変わってきましたので、積み込

み作業開始時間が早くなったという影響が出て

おります。

さらに （３）が市場、いわゆる量販店とかそ、

ういう市場側の影響でございますけれども、青

果物では、川崎港に直行の場合は18時ごろ着い

ておりましたけれども、大分―横須賀航路を利

用しますと21時ごろの着港になりますので、市

場側が希望する、零時までに市場に入ってくれ

という要求に対しまして延着が発生をしておる

という状況がございます。

それから、２）が貝塚航路が休止されたため

の影響でございますけれども、生産者・ＪＡ段

階といたしましては、大阪南港に集中してきま

したので、秋以降の大量出荷の時期になったと

きに輸送枠の確保が課題になってくると。それ

、 、から トラック業者も同じことでございまして

やっぱり輸送枠の確保が心配をされると。いず

れも南港航路でございます。それから、市場に

つきましては、青果物ではやはり市場延着のお

それがあるということがございますし、畜産物

につきましても、着時間が２時間30分ほどおく

れるということになりますので、店頭に並ぶの

が１日遅くなるということで、そういう影響が

出てきております。

そういう影響に対しまして、県なり農業団体

がこれまでとってまいりました対応が７ページ

でございます。

まず、平成17年度は、①でございますけれど

も、新しい物流システムを構築するために支援

をしておりまして、経済連がやっております一

元分荷販売・一元配車体制の実施に向けた検討

ですとか、海上輸送における鮮度保持輸送試験

等を、1,100万円強をかけまして17年度から３カ

年間の予定で実施をいたしております。

さらに、②ですけれども、川崎市に県有地が

ございますが、これを株式会社ＪＡ物流みやざ

きに昨年の９月から貸し付けをいたしておりま

す。ＪＡ物流みやざきは、冷蔵コンテナとかト

ラックの待機地あるいは荷さばき用地として活
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用しておるという状況にございます。

さらに、③ですけれども、専用シャーシを導

入しておりまして、これは大分―横須賀航路を

利用しますと輸送経費が高くなりますので、そ

れを下げたいということで、国の補助金を活用

いたしまして、ＪＡ物流みやざきがコンテナを

効率的に搬送するための専用シャーシ20台を導

入いたしまして輸送経費のダウンを図っており

ます。

それから、④ですけれども、農業団体等と各

種の協議・調査を重ねております。

それから、今年度平成18年度でございますけ

れども、①にございますが、一元分荷・一元配

車がいよいよことしの秋から始まりますけれど

も、それに対する園芸情報システムの整備とい

うことで、これも国の補助金を活用いたしまし

て、県下13ＪＡのそれぞれの集出荷場あるいは

経済連等にパソコンですとかプリンターなどの

整備を進めることにしております。

それから、②ですけれども、ＪＡ物流みやざ

きに貸し付けております県有地の中に古い倉庫

がございますので、それの解体ですとかあるい

は敷地の整地、それの予算をいただいておりま

す。

さらに、③にございますように、一元分荷販

売・一元配車体制を実施するための各ＪＡとの

調整をＪＡグループが行っております。

それから、④にございますが、ＪＲコンテナ

の枠の拡大をお願いをしまして、ことしの４月

から、今まで10基あったものを15基に拡大をさ

れております。これは、ピーマンの冷蔵コンテ

ナを使いますと１基当たり3.7トン、保冷コンテ

ナを使いますと4.1トンを輸送することができる

ということでございます。

以上がこれまでの県なり農業団体の対応でご

ざいます。

それから、８ページは水産物流通でございま

すけれども、水産物の場合はカーフェリーを利

用することはございません。

まず、上に表がございますが、海面の漁業生

産量が10万1,500トンございまして、このうち４

万5,700トンにつきましては県外の港に陸揚げを

しております。県内には５万5,800トンが陸揚げ

されております。県内には県外からの船の陸揚

げが200トンほどございまして、約５万6,000ト

ンが県内で陸揚げをされております。その５

万6,000トンのうち、県外に行きますのが8,500

トン、県内に行きますのが４万7,500トンという

数字になります。

それから、海面の養殖業の生産量が9,500トン

ほどございますけれども、これは県内の仕向け

が500トン、残りはほとんど県外仕向けでござい

まして、運搬船をいけすに横づけいたしまして

そのまま県外に持っていくという状況にござい

ます。

それから、右側の表はかつお一本釣り漁船の

陸揚げ状況でございまして、参考までに掲げて

おりますけれども、例えば日南市、南郷町のか

つお一本釣り漁船の陸揚げは、東北の港に直接

陸揚げする分が１万9,519トン、あるいはよその

港で陸揚げされまして東北に陸送されるもの

が25トンということでございまして、合計しま

して１万9,544トンが東北方面に上がっておると

いうことになります。そういうふうにごらんを

いただきたいと思います。

それから、９ページ、10ページにつきまして

は参考資料でございますけれども、輸送手段別

輸送量の推移でございます。９ページの左側の

表が青果物でございまして、16年度と17年度を

比較しておりますけれども、当然宮崎―川崎間
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のフェリー利用が落ちてきておりますし、それ

にかわりまして大分―横須賀の利用が17年度は

上がっておりますし、それから、南港利用、貝

塚利用が出てきたということになります。それ

、 、から 右側が牛肉と豚肉でございますけれども

これもほとんど同様でございますけれども、宮

崎―川崎が減りまして、南港、それから貝塚が

ふえております。

それから、10ページが鶏肉と鶏卵でございま

す。これもほぼ同様の傾向にございまして、た

だ、鶏卵の場合は、先ほど申し上げましたよう

、 、 、に 川崎に向かう量がなくなりまして その分

中京・阪神向けがふえてきたということでござ

います。

それから、最後になりますけど、12ページで

ございますけれども、委員から御依頼がありま

した資料でございますが、宮崎市の中央卸売市

場におきます青果物の入荷先別入荷量でござい

ます。

まず１番が、近年の入荷量の推移でございま

して、平成11年度から17年度まで掲げておりま

すけれども、大体約60％が宮崎県産、残りの４

割が県外産あるいは外国産ということになって

おります。

その中の主要な品目につきまして、13ページ

で入荷状況、これは平成17年度の数字を取り上

、 、げておりますけれども 例えばピーマンですと

平成17年度は宮崎県産は99.2％を占めておりま

して、ほぼ宮崎県産で占めておる。さらにキュ

ウリにつきましても、98.1％年間通しまして宮

、崎県産で占めておるという状況にございまして

月別に見ましてもほとんど宮崎県産が多数を占

めておるという状況にございます。

一方、県外産の多い品目につきまして、まず

キャベツでございますけれども、宮崎県産は１

年を通しまして59.3％ですから、約６割が宮崎

県産、あとの４割が県外産ということになって

おります。宮崎県産が過半数を占めますのは11

月から６月まででございまして あと７月から10、

月、いわゆる夏、秋の時季につきましては県外

産が多いという状況にございます。県外産は主

として群馬県あるいは北海道から入ってくる

キャベツでございます。さらに白菜でございま

すけれども、白菜は宮崎県産極端に少のうござ

いまして約４割でございます。県産が多いのは

１月、２月と５月でございまして、６割以上を

占めておりますけれども、逆に６月から10月ま

では県外産が大多数を占めております。県外産

は主として長野県あるいは熊本県から入ってく

る白菜でございます。

説明は以上でございますけれども、農政水産

部といたしましては、農家が安定して農業経営

に取り組めますように、輸送体系の確立を初め

といたしまして、農畜産業の持続的な発展のた

めに関係部局あるいは関係団体等と連携を図っ

て諸施策の推進に努めてまいりたいと考えてお

、 。りますので どうぞよろしくお願いいたします

以上でございます。

執行部の説明が終わりました。○河野委員長

御意見、質疑がございましたら、お願いいたし

ます。

、○川添委員 ９ページの輸送手段別の話ですが

特に、この前質疑をして、その継続の議論にな

るんですが、ＪＲその他ですね、これが品目別

はともかくとして、17年度で2.3が4.4と伸ん

だ。18年度の傾向ですね、トータルはわかりま

。 、 、 、 、せんよ この係数でいくと ４月 ５月 ６月

７月、こう来ていますから、３～４カ月たって

いますが、この傾向は変わらないものか、それ

とも、その後これが６％とか７％というように
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ふえる傾向にあるのか。その辺は推定でもいい

ですが、わかりませんか。その辺は調査はない

んですか。

今までのＪＲコンテナに○村田農産園芸課長

、 、つきましては この間もお話ししましたように

現在ターミナルが延岡にございまして、それが

７時ごろ出発ということで、佐土原までは持っ

てきて、あと佐土原から延岡まではＪＲ側が陸

送するんですが、佐土原が16時、４時半ごろに

着ということで、各ＪＡが出すのに早過ぎると

いうことで余り利用がなかったということでご

ざいますが、最初２％程度で、指摘ございまし

たように、昨年４％ということで若干伸びてき

ております。ＪＲにつきましては非常に単価も

安いということもございますし、それから、一

、度に大量に運べるという利点もございますので

経済連の方の話聞きますと、もうちょっと伸ば

したいというような話は聞いております。その

中で、できたらターミナルをなるべく宮崎に近

い方に持ってこれないだろうかというようなこ

とも内部では検討されているという話はお聞き

しております。以上でございます。

今、課長がおっしゃった最後のと○川添委員

ころですね、集荷駅を宮崎県流に、ＪＲ九州な

りと相談をして便利のいいところ、例えば佐土

原なら佐土原を拠点に、一時なっておったんで

すね、佐土原は、そういうふうにもう一遍復元

するというか、話をＪＲと詰める。佐土原の施

設そのものがどうなっているのかわかりません

が、そういう運動も、運動というか陳情もあわ

せてやらないと、時間がだめだといってあきら

めておったら改善にならないんですよね。しい

て言えば、宮崎を何時に出発すれば東京に何時

着くとか大阪でも何時に着く。極端に言えばそ

ういうダイヤをつくってでも宮崎のものを低コ

ストで輸送する手段としてはＪＲだと思うんで

す。それと、ＪＲそのもののコンテナについて

は、畜産物あたりは、この前もミヤチクに行っ

て話が出ていましたが、１時間を争う品物じゃ

ないわけですね。鶏卵は別としましても。そう

いう意味では、ＪＲの利用の仕方、不便だから

だめだじゃなくて、宮崎の農産物だけじゃない

んでしょうが、拠点輸送基地をつくるといいま

すか、そういう方向づけにする、その辺の運動

も展開しないと、ＪＲに苦情事言ったってしよ

うがないですよ。それを何とかしてもらう、そ

の辺は感じておられるんでしょうから、もう少

、 。し一歩前進をしてほしいんですが どうですか

ＪＲのターミナル駅を移○長友農政水産部長

すとか、あるいは発着時間の問題とか、そうい

うことにつきましては、先般、ＪＡ物流みやざ

き株式会社から相談がありまして、県と一緒に

なってＪＲの方に働きかけしましょうという相

談がありましたので、一緒にやりましょうとい

うことになっています。働きかけいたします。

京浜、貝塚が休止になって秋以降○緒嶋委員

の輸送枠の確保が課題であると。これは当然そ

うなるだろうと予想したんですけれども、その

課題解決の手法というか、全部南港に積み込め

ればいいんですけれども、それができないおそ

れがある。対策というのは今から考えておられ

るわけですか。

単純にいきますと大阪南○長友農政水産部長

港に集中してきますので、南港航路がパンクす

、るんじゃないかという話もございますけれども

、 、 、１つは 今 経済連で検討されておりますのは

経済連が一元分荷・一元配車をことしの秋から

やりますので、その結果として、例えば、１つ

のコンテナに２つ以上の品目を混載するという

方法が出てきたりしますので、かなり効率的に
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なりますので、幾らぐらいそれによってトラッ

ク台数とかコンテナ台数が減るのかというのが

まだはっきりしておりません。それと経済連内

部では、もし大阪南港に全部持っていったとき

に、輸送できないという状況にあれば、ほかの

航路の利用も検討しないといけないのかなとい

う話は伺っております。

直前になって対策というのも容易○緒嶋委員

じゃないと思うんですけど、これは一つの危機

管理にもなると思うんですけど、あらゆること

を想定しながら十分な対策をしないと、青果物

というのは１日おくれとかで価格的にも変動が

大きいわけですので、このあたりは県の方でも

経済連とも十分相談しながら万全を期していか

にゃいかんのじゃないかなというふうに思いま

す。

それと、やはりますますもって燃料が高騰す

るというような情報が流れておりますね。こう

なりますと、運賃がいろいろな意味でますます

高くなる。そのことがどういう影響になるのか

と。今後においては、ピーマンなんかも冬場の

燃料が高くなると生産量がどうなるのかとか、

燃料代が高くなるから生産はやめるというよう

な人も出てくるおそれもあるというような懸念

もあるんじゃないか。逆に言えば、茨城とか千

葉あたりで燃料が高くなりゃ向こうでも生産を

やめるということで、こちらが生き残る意味合

いも出てくるのかなと、産地間競争がですね。

そういうこともいろいろ考えながらやっていか

んと、農業が我が県のやはり主力の産業である

わけですので、そこ辺を含めながら総合的な流

通を含めた生産体制を整えていかにゃいかんの

じゃないかという気もするんですけど、そのあ

たりはどう考えておられますか。

おっしゃるとおり、油代○村田農産園芸課長

が今から安くなるという見込みが余りないとい

うようなことですので、現在のままで推移する

のか、もうちょっと上がるのかというような状

況でございまして、おっしゃるとおり懸念が非

常にされるわけでございます。そのため、油代

だけじゃなくてといいますか、省エネルギー対

策という形で全体的な生産コストを下げていく

努力というのは、当然今までもやってきました

し、これからもやっていかにゃいかんし、イニ

シアルコストといいますか、最初のハウスを建

てる段階での低コスト化とかそういうことにつ

。いても現在取り組んでおるところでございます

あとは、経営試算等しまして、どこまでいける

のか、または油をなるべくたかないような努力

をするとか、油をたかなくていいような品目に

シフトするとかいうことも当然考えていかざる

。を得ないのかなというふうには思っております

以上でございます。

やはりできるだけそういう総合的○緒嶋委員

なことを想定しながら対策を立てていかなけれ

、 、ば 農業生産そのものが先行き不透明というか

継続できないという事態も私は想定されると思

いますので、十分そこ辺を、万全な対策、総合

的な対策を立てていただきますよう要望してお

きます。以上です。

ほかございませんか。○河野委員長

秋以降、南港の場合、大分の今ま○萩原委員

までの南港の活用利用状況というのは把握され

ていらっしゃるわけですか。

活用利用状況と申します○村田農産園芸課長

と、大分―横須賀ラインでございますか。これ

は先ほど数字を示しましたように、現在2,000ト

ン程度ですか、1,800トン弱の量が大分の方から

東京の方に出荷されていると。ちょうどコンテ

ナの数が今シャーシで10基の分が載れる量とい
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うことになっております。

大分も農業県ですからね、こちら○萩原委員

が生産が一番出るときは向こうも恐らく出るだ

ろうと思うんですね。それでここに輸送枠の確

。保が課題になっているということなんでしょう

先般この委員会で、八興運輸がやっているＲＯ

ＲＯ船というんですか、その活用、八興運輸と

の折衝はされていらっしゃるわけですか。

一応、総合交通課の方を○村田農産園芸課長

通しまして、ＲＯＲＯ船のどこに何があるかと

いうようなお話は情報としては入れております

し、あと、農業団体の方としましても、その活

用について、さっき出ました志布志港を利用す

るだとか、大分近郊から関西方面に行く船便だ

とか、いろんな手だてを模索は現在しておると

ころでございまして、その一つとしてＲＯＲＯ

船ももちろんあるわけでございますが、現在の

運航状況、青果物といいますのは毎日出荷をす

るものですから、週に一遍とかまた不定期のや

つでは今のままでは使いにくいかなというよう

な話。でも、日もちのいい野菜類、例えば里芋

だとか芋類だとかそういうものについては使え

るんじゃないかと。そういう可能性につきまし

ては今後県も一緒に検討していきたいというふ

うに考えております。

たしか週に４回ぐらい出港してい○萩原委員

るんじゃなかったかな。週１回じゃないと思う

んですね。ですから、週に４回ということはあ

と３日ということですから、その辺は具体的に

ＪＡなり関係団体と一回県が正式に八興運輸と

のテーブルに着いていろいろ検討する必要があ

るんじゃないかなと、こう思います。

それと、これはよざんなことかもしれないけ

れども、陸送になったということで、この前ト

ラック協会に行ったんですけど、燃料が上がっ

たということもでしょうけれども、トラックの

ドライバーの皆さんの過重労働で悲鳴を上げて

いらっしゃるような状況ですね。これは悲鳴を

上げている程度で終わればいいけれども、実際

に協会の話等を聞きますと、長距離ドライバー

を若手がなかなかしたがらないそうですよ。人

材確保に非常に困っていると。ということは、

。おのずと先行き見通しが非常に暗いわけですね

ですから、その辺をやっぱり、真摯に受けとめ

ていらっしゃるでしょうけれども、もうちょっ

と速やかな対応が必要じゃないかなと、こう私

は思うんですよ。何というんですかね、早急な

対応、関係者はみんな集まってやっていく必要

があるんじゃないかなと、こう私は思うんです

が、その辺どう思われますか。

トラック協会の方には特○長友農政水産部長

別委員会の方でも行かれましたし、私どもも調

査に行きました。今、委員がおっしゃったよう

に、ドライバーの健康管理の問題も当然でござ

いますけれども、燃油価格の高騰で、価格が１

円上がると年間１億4,000万ぐらいの負担増が出

てくるとかいろんな課題を抱えていらっしゃい

ますし、それから、さらにスピードリミッター

、の装着規制とかいうのも出てきておりますので

非常にトラック運送業界も厳しいということは

重々承知しております。最終的には、今のとこ

ろ、荷主側とトラック運送業者との契約に基づ

きまして運送をお願いをしておるわけですけれ

ども、いろいろ課題も出てきておりますので、

その辺につきましては、そこを指導管轄する関

係部局とも十分連携を図りながら相談をしてま

いりたいというふうに思います。

さっき川添委員がお聞きに○外山三博委員

なったことと関連するんですが、ＪＲを使うと

いうのはこれから私、非常に大事な点じゃない
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かと思うんですね。それでちょっとお聞きをし

たいんですが、ＪＲに載せた場合、阪神・京浜

に時間的にはトラック輸送とどんな差異がある

んですか。

現在出ておりますのは延○村田農産園芸課長

岡駅を19時46分発でございまして、北九州の貨

物ターミナル駅に着きますのが、東京向けにつ

きましては０時48分発で、東京の貨物ターミナ

ル、大井にございますが、翌日の20時52分とい

うことで、大体丸一日ですか、ちょうど25時間

ぐらいで着いておるようでございます。

大阪は。○外山三博委員

大阪は、北九州ターミナ○村田農産園芸課長

ルを１時28分発で、翌日の15時10分、夕方の３

時10分に着くようでございます。

陸送のトラックと比べるとど○外山三博委員

うなんですか、時間的に。

陸送の場合、宮崎を16時○村田農産園芸課長

ごろ出るんですが、21時ごろまでに県内のイン

ターチェンジに入りまして、翌日の午前中に広

島、岡山で、大阪に大体９時か10時ごろ着くよ

うでございますので、ＪＲコンテナは午後15時

ですから、トラックの方が若干大阪までは早い

かなと。東京は次の日の21時ごろですので、東

京に着きますのはＪＲと一緒ぐらいになるよう

な状況でございます。

コンテナで貨車に載せると思○外山三博委員

うんですが、このコンテナというのは温度管理

がきちっとできるコンテナなんでしょう。どう

なんですか。

保冷用と冷蔵用とござい○村田農産園芸課長

まして、ですから、温度管理は十分できると思

います。

これはＪＲが所有をしている○外山三博委員

んですね。

そうです。○村田農産園芸課長

ＪＲが持っているコンテナの○外山三博委員

数ですね、今お聞きしますと、陸送のトラック

と余り時間が変わらないということ、そして、

、温度管理がきちっとできるということになれば

品物がばっと集まってきたとき、コンテナの確

保がＪＲはきちっとできる状態かどうかという

ことはどうでしょう。ＪＲが荷物がばっとふえ

たときにコンテナがあるかどうか。

先ほど部長の方からも話○村田農産園芸課長

がありましたように、一応コンテナの枠という

のがございますので、ことしの４月から、ＪＡ

が一日に使えるコンテナの枠、10基だったんで

すけれども、それを15基ということで、５台コ

。ンテナの数をふやしたということでございます

ですから、一応それぞれ枠があるんじゃないか

と思っておりますが。

その枠というのは、ＪＲの中○外山三博委員

で日豊本線に使えるコンテナの数という意味で

すか。

私はそういうふうに思っ○村田農産園芸課長

ておりますけど。

先ほど川添委員が言われたよ○外山三博委員

うに、このＪＲルートというのを県の方ももう

少し、今も接触はしておられるようですが、経

済連の方に任すということだけじゃなくて、一

緒になってというか、相当積極的にそこ辺の可

、 。 、能性 大量輸送ということを考える それから

今、萩原委員が言われたように、長距離の陸送

の運転手が非常に確保が難しいというようなこ

とを考えたときに、ＪＲの使い方というのが非

常に大事になってくると思うんですよ。積極的

なそこ辺の折衝というか、それを要望しておき

ます。

ほかございませんか。○河野委員長
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やはりＪＲコンテナのことで聞か○宮原委員

せてほしいんですが、トラック輸送にかわり、

そしてフェリーにかわってきて、ＪＲの集荷す

るターミナルとかそういったのがなくなってき

ているんだろうというふうに思うんですが、都

市部では再開発とかでそういった荷を着けると

ころがなくなっているような感じをよく週刊誌

やらで見たりするんですけど どんどんこうやっ、

てＪＲでコンテナ輸送をすると、向こうにそう

いった場所というのはそれなりに確保されてい

るんですかね。

申しわけございません、○村田農産園芸課長

そこまでまだ十分把握いたしておりません。

、 。○萩原委員 まあ トラックが便利なんですよ

集荷して市場まで直接持っていって、倉庫に搬

入搬出もめんどくさくないから、それは確かに

トラック輸送は便利だけれども、しかし、従事

している人たちは過重労働で、僕の友達も運転

をやっていますけど、これを長期間続けるとい

うのは困難だと思うんですね。確かにＪＲを利

用することがいいんだけれども、それに頭を切

りかえながらやっていかないと、それか新しい

フェリーを、採算合うかどうかわからんけれど

も、するか、どっちかですから、フェリーの確

保をするか、ＪＲを活用する方向にある程度シ

フトしていくという方に頭を切りかえながら

やっていかないと、食糧基地宮崎県と言ってみ

たところで、その方法を真剣に、会議をしちゃ

折衝するんじゃなくて、すばらしいメンバーが

おるから、１人か２人エキスパートでそういう

ところに出向いていって、常に折衝し、交渉し

てやっていくようなメンバーを選抜で出してい

ただきたいなと私は思いますが、そんなのはど

うですか、部長。

私どもが荷物を持って私○長友農政水産部長

どもが荷物を販売するのであれば、おっしゃる

とおりやりたいと思いますけれども、あくまで

も荷主は経済連ですとかあるいはＪＡですとか

いらっしゃるわけですから、まず、荷主側がど

ういう販売体制を考えるのかということが基礎

になると思います。その中で、先ほど来ありま

すように、確かにトラック輸送に比べてＪＲコ

ンテナの方が安いわけですので、将来の農業経

営を考えますと、ＪＲコンテナ輸送にシフトし

た方が農家のためにもなるわけですから、その

辺は十分荷主側と、いわゆる経済連ですとかＪ

。Ａと話をさせていただきたいと思っております

あのね、部長、そういうことはわ○萩原委員

かっとるのよ、荷主がだれだということぐらい

は。僕もそこまでばかじゃないから。県なら県

の優秀な職員がＪＡならＪＡに行ってそういう

ことを折衝しなさいということを僕は言ってい

るわけ。あなたの答弁は、この前もそうだった

けれども、そういう物言いはよくないよ、やっ

ぱり。そういうのはわかっておって言うとるわ

けだから。いろんな人たちが常に会議して会議

してじゃなくて、特権じゃないけれども、ある

程度権限を、部長名でもいいから、ＪＡと一緒

になってそういう出先の皆さんと常に、帰って

きちゃ会議し帰ってきちゃ会議じゃなかなか話

。 。は進まんでしょう 民間だったらそうしますよ

その辺は頭の規制緩和しなさいと僕は言うとる

わけで。

よくわかりました。おっ○長友農政水産部長

しゃるとおりでございますので。なお、県の職

員が今、経済連にも出向しておりますので、そ

の辺も十分活用しまして、ＪＡ物流みやざきと

話をしながら積極的に進めていきたいと思いま

す。

私どもの県北視察・県南視察、調○山口委員



- 12 -

査の結果、私自身ちょっとわからなくなった部

分もあるんですね。それは、例えば、ミヤチク

を初め、トラック協会を初め、原油の値上がり

からきた燃費の高騰が死活問題になっていると

か、あるいは全国一斉の駐車禁止の問題もあっ

て、新たな人員の確保なんていったらとても経

営として成り立たないという、まさに悲鳴に近

い声が聞こえる反面、都城の流通センターや、

あるいは同じ食肉でも児湯食鳥なんかの場合に

は、フレッシュやチルドという商品の違いの差

はあっても、そんなに１日１時間を争わなきゃ

いかんという品物でもないんだと。確かに燃費

の高騰は我々もこたえてはいますが、少なくと

も現時点では一応社内の経費の中で収容できる

状態でありますと。こうしてくると、我々はそ

こらを深刻にとらえて大変だろうなと思った反

面、そんな大変でないところもあったりして、

あるいは先ほどの萩原委員のＲＯＲＯ船ではあ

りませんけれども、新しい交通手段ができたと

いうところで、みんなが飛びつくようにその説

明を求めたりしてきているのかといったら、必

ずしもそうじゃなくって、こういう手段があり

ましたから考えてみませんかぐらいの感じとい

うので、ちょっとわからなくなった部分があり

ます。

その結果というわけではないんですが、この

資料の12、13ページに宮崎市中央卸売市場にお

ける青果物の入荷先別入荷量というのがござい

まして、13ページの下段の方には、ある意味で

は本県が苦手としているキャベツ、白菜の県外

がございました。特に暑い今の時期は、説明あ

りましたように、長野とかあるいは北海道から

の品物がここ南国九州の宮崎まで届くと。これ

は逆にどんなルートで来ているんですかね。あ

くまで市場の出入りをチェックしただけで輸送

手段までは確認されていないんですか。

中央市場の方にもある程○村田農産園芸課長

度聞き取りをさせていただきました。どういう

形で来ているんですかという話を聞いたんです

けれども、それぞれの産地から、例えば長野な

ら長野県の運送業者が宮崎まで持ってくるとい

うのが主体だそうでございます。例えば宮崎の

中央市場が群馬のキャベツが欲しいといったと

きには、こちらから何トン送ってくれと要望は

出すそうなんですが、そのときの輸送費は宮崎

側で持つんですけれども、リスク等もございま

すので、あくまでも輸送は地元のトラックが来

るというふうに聞いております。

ということは、市場側の要望に応○山口委員

じてその都度その都度搬送するのであって、毎

日出ているトラック便に宮崎分を載っけるとい

う感じじゃないんですね。

ＪＡ物流みやざきでもそ○村田農産園芸課長

ういう帰り荷といいますか、宮崎市場向けの帰

り荷はないかということで、毎日コンテナ10台

ずつ東京におりますので、それに載ってくれな

いかということで実験をやったことがあるんで

すけれども、雑貨とか入れましても１トン弱ぐ

らいの帰り荷しかないというようなことで 帰っ、

てくるやつも、大きな市場ではございませんの

、 、 、で 宮崎だけじゃなくて 途中で大分におろし

鹿児島におろしというような形で戻ってくると

いうようなことで、フェリーで直行というのは

なかなか難しいというような話も聞いておりま

す。

質問が先回りされてしまいました○山口委員

けど、何も経済連やＪＡばっかりが自分で一人

頭を悩ますことなくって、我々が不得手とする

キャベツ 白菜の帰り便を 逆にピーマン キュ、 、 、

ウリというのを載っけたらいいじゃないかとい
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う感じがしたんですが、じゃ、そういうのは幾

つかのテストケースをやってみて、量の問題あ

るいは搬送先の問題でちょっと現実的に使い勝

手としては難しいという既に結論が出ていると

いう理解でよろしいんですね。

今までの経緯の中ではそ○村田農産園芸課長

ういうことですけど、結論を出したというわけ

ではございませんで、もっと幅広く荷を集める

とかそういう努力は今からもする必要があろう

かというふうに思いますが、今の現状のままで

はちょっと無理かなというような状況でござい

ます。

ほかに質疑はございませんか。○河野委員長

今の話に関連があるんですが、欲○川添委員

しいところに品物が流れていくんですね。よっ

て、宮崎の主力、ピーマン、キュウリ、畜産物

ですね、畜産物は１時間を争うことはないと私

も思っています。そうなると、相対取引という

、のがどういうふうに宮崎の品物と市場との関係

あるいは主な大きなマーケット、そういうとこ

ろとどういうふうになるのかによっては輸送形

態が変わってくると思うんですよ。市場に荷物

をどんと積まんでもいいわけですからね。その

辺の実態はどうなんですか。

系統物につきましては、○村田農産園芸課長

市場に出して毎日の量の多い少ないによりまし

て価格変動があるというリスクがございますの

で、安定した価格といいますか、契約価格に基

、づく取引というのは非常に重要だということで

ＪＡ県全体の系統としましては、野菜は30％を

契約取引に持っていきたいということで、20％

ぐらいまではいったんですが、昨年、おととし

台風が来まして、ちょうど秋口で出荷時期がお

くれたとかありまして、現在15％から10％台で

、 、 、すけれども 目標は 一応30％をそういう契約

あとの７割を市場出荷という形で持っていきた

いというふうに思っておるようです。

ですから、一般論で議論するとき○川添委員

は、市場を通じて品物が流れていくという前提

で私たちは議論をしておりますよね。しかし、

現実には、さっき長野のものがとんと入ってく

るというのと同じで、長野のキャベツを送って

くれというから送ってくるわけですね。向こう

が買うてくれというわけじゃない だから こっ。 、

ちのものも、主力青果物、それから畜産物、鶏

卵あたりはどうか知りませんが、そういうもの

が今後私は、これだけ輸送費並びに輸送時間が

議論されるということは、やはりもっと高度な

販売作戦を立てて、ただ、それはさっきも出て

いるように、主力商品で、宮崎のピーマンだと

、いって売れるものがないとだめだと思いますよ

基本的に。しかし、それはあるんですよね、あ

る時期には。そういうときの輸送形態は強気で

こっちが押し込んでいくというか、荷物を届け

ると、何時までに届けばいいんだろというやり

方をすれば、２割や３割は、５割でもいいと思

うんですよ、そうすると輸送形態が変わってく

る。何かその辺をもう少しＪＡあたりと研究せ

んと、いつまでも昔のしがらみで、時間が何時

だとか、トラックがどうのこうのとか、いかん

のじゃないかという気がするんですがね、ここ

まで来たら。どうですか。

おっしゃるとおりで、先○村田農産園芸課長

ほどからいろいろ話に出ておりますように、何

、でもかんでもこればっかりというのじゃなくて

いろいろな流通手段、チャネルもいっぱい持ち

ながら、海も陸もＪＲも持ちながら、それをい

かに効率的に使っていくかと。それから、100％

市場に出すんじゃなくて、そういう契約取引の

形で、決められた時間に何時までに持ってくれ
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ばいいよというような取引量もふやしながら、

全体的に総合的な物流をするということで宮崎

県の品物を全国に送っていく必要があるんじゃ

ないかというふうに考えております。

よろしいでしょうか。○河野委員長

それでは、ないようですので、これで終わり

たいと思います。執行部の皆様、御苦労さまで

した。

暫時休憩いたします。

午前10時57分休憩

午前11時６分再開

委員会を再開いたします。○河野委員長

まず、今後の委員会の活動計画について御協

議をお願いいたします。お手元に配付の資料１

をごらんください。

今後の委員会の活動予定ですが、ごらんのと

おり、次回委員会は９月定例会中となり、委員

から御意見のありました９月中の執行部への提

言 早期の意見交換会の開催は難しい状況となっ、

ております。そこで、８月に委員会を開催する

ことも考えておりましたが、現時点で意見を取

りまとめるのではなく、さらに調査活動を継続

し、委員長報告の中で委員会の意見を集約する

という御意見もございました。また、意見交換

会につきましても、９月以降の委員会で開催で

きると考えております。

そこで、まず、８月に委員会を開催すること

。について委員の皆様にお諮りしたいと思います

８月に委員会は開催せず、活動計画のとおり、

調査活動を行うとしたいと考えておりますが、

よろしいでしょうか。

〔｢異議なし｣と呼ぶ者あり〕

それでは、そのように決定いた○河野委員長

します。

それでは、次回の委員会、９月ということに

、 、 、なりますが 次回の委員会で説明 意見交換会

それから資料要求等について何か御意見はござ

いませんか。

例えばトラック協会、ＪＡ青○外山良治委員

年部、生産をなさっておられる方々、こういっ

た方々と意見交換会をぜひお願いしたいと思い

ます。

では、まず、意見交換会の開催○河野委員長

についてお諮りしたいと思いますが、今、外山

委員の御意見にあったように、開催の方向で、

あと３回事情聴取計画できると思うんですが、

そういう場を設けることについて御意見をお伺

いいたしたいと思うんですが、いかがでしょう

か。

大事なことでもありますし 今おっ○永友委員 、

しゃったようなことでやりましても、私はいろ

いろ別な角度で中身に触れているんですけど、

県は経済連に対してある程度支援体制をとって

いますよね。そうしますと、受ける系統団体と

しては極力意見は出ないというふうに踏まえて

いる。そういう嫌いが多々あるんですよ。です

から、調査項目の中でやっていらっしゃるのは

私はいいとしても、改めて呼んで事情聴取する

というような形をとっても、果たして効果的に

どうかなと。あるいはまた、今後我々が根本的

に進めていかなきゃならない輸送体系というの

は宮崎県の基本的な問題だと思うんです。それ

であれば、やはり内部の意識改革をどうさせて

いくかというのが私、非常に大事なことだなと

いうふうに今感じております。

意見交換会という形をとると今○河野委員長

のような問題が生じるのではないかという御意

見があるんですが、ただ、やっぱり事情聴取に

ついては今後続けていかなきゃいけないという
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ことは、まだ生産者側の聴取も不十分な部分が

あると思いますので、そういう形でやっていく

ということで、意見交換という形はとらないと

いう考え方はいかがでしょうか。

さっき部長がＪＡにも２人出向し○萩原委員

ていると言うたけれども、２人出向しているな

ら何をしているのか、仕事を。こういう問題を

真摯に受けとめて一生懸命取り組んでいるのか

どうか、そういうことも論議する調査の方がい

。 、 、いような気がして 出向しておりますと じゃ

出向しておるのにどの程度の権限まで、どのよ

うな活動を県の職員として、人ごとじゃなくて

自分のこととして受けとめて仕事をしているの

かどうか。ちょっと越権行為かな。

当事者といっても、生産者とか何○緒嶋委員

とかいうそういう立場にないと、何か傍観者的

な発言になってきているんですね。危機意識と

いうか、現状がはっきりわかっているのかなと

いうような気がする。言われたとおり。内部改

革をやらにゃいかんとじゃけど、しからばどう

いう方法でやるかというのが一番頭の痛いとこ

ろですね。やらにゃいかんと。

それと、意見交換会も本当に本音が出るよう

な意見交換会じゃないと、形だけの意見交換会

では意味がないんじゃないかなと思うんです。

そこ辺、手法をいろいろ研究していただくとい

いんですけど。

関連ではありませんが、今後の事○山口委員

情聴取の中で考慮いただきたいんですが、せん

だって我々がミヤチクに伺いましたときに、社

長たる会長が出てきていただいたというのは、

我々県議会に対する敬意を込めてということが

あるかもしれませんが、もう一方では、それぐ

らい流通コストがかさんできて、よい品を安く

というなかなかそんな状況ではないという深刻

な部分があったからこそ私は出てきたんだと思

うんですね。あの中で一言気になった発言があ

るんですが、かつて宮崎県は広大な土地があっ

て安い労働力があってということだったけれど

も、せんだって宮崎県工業倶楽部との各事業体

の経営者と議論したときに、今や宮崎県に工場

を持ってくるメリットなんてほとんど少なく

なったと。それは、大量消費をする首都圏、関

西圏から遠くなってこれだけ輸送コストがか

かってくるようになれば 生産拠点を地方に持っ、

てくる意味がないというのが県工業倶楽部の方

々の意見でもありましたというのを御披露され

ました。ですから、総合交通・流通対策特別委

員会という立場から見れば、農林水産業の出荷

状況も大事でありますが、もう一方では、宮崎

県に工場誘致を図り、地元の雇用を高めてとい

う商工観光労働部の意見がある中で、現実的に

メーカーである企業側が宮崎県に出てくるメ

リットが少なくなったなんてという話を聞くと

非常に寂しい部分がありますから、できれば県

工業倶楽部のようなところも次回事情聴取の中

にひとつ入れていただくと助かると思います。

正しい表現かどうか、宮崎県工業倶楽部……、

工業会になったんですかね。

一堂に会しての意見交換会はさ○河野委員長

まざまな問題をはらむということで、意見交換

という形も一考しながら、あと、事情聴取する

企業・団体関係も検討するということで、今後

正副委員長の方に一任させていただいて進める

ということでよろしいでしょうか。

〔｢異議なし｣と呼ぶ者あり〕

ありがとうございます。そのよ○河野委員長

うな形で準備させていただきたいと思います。

資料については何かございませんか。

まず、例えばコンテナがあり○外山良治委員
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ますよね、物流方法として。例えばフェリーで

あれば、１トン大阪、東京に運ぶのに幾らかか

るのかと。それと量の問題。１トンを運ぶのに

どのくらいコストがかかるのかという定時性の

問題、こういったものをもっとわかりやすく。

そういった資料がないのかなと思うんですよ。

その資料をお願いしたいということです。

執行部に当たって準備させたい○河野委員長

と思います。

次に、県外調査についてでありますが、日程

では10月の30日から11月１日で実施することに

なっております。具体的なものはまだ提示でき

ませんが、県外調査の調査先について御意見等

ございましたら、お願いいたします。

我々は出荷先の市場なんかにも一○緒嶋委員

回行ってみて、こちらの荷物のいろいろな流通

の問題、向こう側から見た課題というか、そう

いうものを勉強した方がいいんじゃないかとい

う気もするんですが。送ったものが着いた段階

での向こう側としての宮崎県の農産物なんかに

ついての対応というかどういう問題があるか。

フェリーがないことで荷がおくれて着くとかい

ろいろあるわけですね。フェリーがないことで

の影響というのが出てきておるわけですので、

東京とか大田市場とかどこか、全員が行くのは

大変かもしれんけど、やっぱり現状を見るとい

うことは勉強になるんじゃないかなという気は

します。

ちょっと休憩させていただきま○河野委員長

す。

午前11時17分休憩

午前11時19分再開

再開いたします。○河野委員長

詳細につきましては、いろいろと調整が必要

になってきますので、正副委員長に御一任いた

だきたいと存じますが、よろしいでしょうか。

〔｢異議なし｣と呼ぶ者あり〕

それでは、そのような形で進め○河野委員長

させていただきたいと存じます。

協議事項の３、その他でございますが、委員

の皆様から何か。

先ほどの調査資料の中につけ加え○山口委員

ていただきたいんですが、ＪＲを利用した輸送

形態の中で、延岡発何時、そのために佐土原に

何時に集荷し、北九州では０時48分発、東京に

翌日20時52分とかメモをしましたが、いま一度

系統立ててお示しをくださいませんか。

いま一つは、トラックと競争して、大阪が一

緒ぐらいで、東京がちょっと早いというのはよ

くわからないんですね。ですから、各駅停車に

近い形をとっているのか、それともＪＲカーゴ

みたいなのがあってそれで一直線で持っていく

のか、そこらあたりもよくわからないものです

から、可能ならば停車状況をあわせて確認して

ください。

そして、いま一つ、これは外山良治委員から

指摘があって私もなるほどと思ったんですが、

ＪＡがコンテナを契約したというのがあるそう

ですから、コンテナに宣伝を書いてみたらどう

だろうかなと、宮崎野菜とか宮崎牛とか。そう

いうのは果たしてＪＡとしては許してくれるの

かどうかということも、可能ならば確認をして

いただけませんか。ただ単に外から見てわから

ないコンテナだけで送るよりも、なるほどそれ

は宣伝ができるなら宮崎はそういうことについ

て先鞭をつけてもいいのかなと思ったものです

から、あわせ調査に加えていただけませんか。

山口委員、資料請求としては１○河野委員長

つで、調査項目の中に宣伝ということでよろし
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いでしょうか。

資料請求の中に織り込んでくださ○山口委員

い。

それと、資料の書き方、これは外○緒嶋委員

山良治委員からも出たんですが、横持ち運賃で

キログラム当たり２円上昇したと。もともとが

幾らかわからんわけよね。もともとを書いて、

それが幾ら上がったじゃないと、たった２円か

と思う。資料が親切さがない。これを見ればわ

かるようなものじゃないといかん。

それと、先ほどの時刻の中でも○河野委員長

コストも一つ入れてください。

よろしいでしょうか。

では、最後に、先日の神話高千穂トロッコ鉄

道株式会社での調査時に要求がございましたＴ

Ｒ沿線の学生の通学手段についての資料が高千

穂町から提出されましたので、配付をいたしま

す。

この資料は、今後のバス路線の利便性向上を

目的に作成したとのことです。先日集計結果が

出たばかりで、詳細な分析は今後ということで

ありますので、今回参考資料として御確認くだ

さい。また、外山委員の方から負担ということ

で御質問が前回ありましたが、分析後しっかり

とやっていくということで、またこちらの方で

請求・確認していきたいと思いますが、よろし

いでしょうか。

特別委員会で委員が現状につ○外山良治委員

いて報告をしていただきたいと。そのときには

資料が整っておりませんと。次の日になると朝

日新聞に出ていると。特別委員会で言ったとき

にはなくて次の日には出る。いかがなものかな

というのを正直感じました。以上です。

、○河野委員長 町の方の事情があったみたいで

まさにその日だったそうです。段取りの悪さと

いうよりも、タイミングというんでしょうか、

だったそうですので、前回も御意見としてあり

ましたので、今後しっかりととらえて、資料、

質問に対して対応できるように働きかけをして

いきたいと思います。御了解ください。

次回の委員会は、９月下旬、事務局案では９

月の25日月曜日、午前10時からを予定しており

ますので、よろしくお願いしたいと思います。

以上で本日の委員会を閉会いたします。あり

がとうございました。

午前11時27分閉会


